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１．はじめに 

本発表は、第 37 回「東洋学へのコンピュータ利用」研究セミナーを国立国語研究所で開

催するにあたり、休憩時間に実施する展示について、展示内容を紹介するものである。今回

の展示内容は、「東洋学へのコンピュータ利用」にちなみ、国立国語研究所が所蔵する漢字

と漢字情報処理に関する研究資料から選んだものである。 

 

２．1948 年読み書き能力調査資料 

1948 年、第 2 次世界大戦後の占領下において、1946 年の第 1 次アメリカ教育使節団報告

書に基づき、GHQ/SCAP/CIE（連合国軍最高司令官総司令部民間情報教育局）の指示によ

り、教育研修所（国立教育研究所の前身）を中心に読み書き能力調査委員会を設置して、読

み書き能力調査が実施された（以下「1948 年調査」）。配給台帳等に基づくランダムサンプ

リングによって、全国 270 地点、15～64 歳の男女 16,820 人を対象に、全 90 問の読み書き

能力テストを行い、その後の読み書き能力調査をはじめとして大規模学力調査や計量的社

会調査の出発点となった調査である（木村拓也 2006、佐藤寧 2014）。1948 年調査の日本語

報告書は 1951 年 4 月に東京大学出版部から刊行されている（読み書き能力調査委員会 1951、

以下「1951 年報告書」）。 

 国立国語研究所の設立は 1948 年 12 月 20 日であり、1948 年調査の実施直後である。設

立当初の職員には、柴田武氏や野元菊雄氏など 1948 年調査に携わった者がおり、その後の

国立国語研究所の「科学的な国語研究」に多くの知見をもたらした。ランダムサンプリング

による言語意識の調査は 1948 年調査の手法を言語調査に適用したものであり、雑誌・新聞

等の語彙調査も 1948 年調査のテスト作成の経験をふまえたものと見なされよう。 

 ランダムサンプリングの実施には統計学の専門的知識が必要不可欠である。1948 年調査

には統計数理研究所の林知己夫氏や白石一誠氏などが参加し、後に国立国語研究所が企画

した鶴岡調査（1950 年）や岡崎敬語調査（1953 年）にも統計数理研究所の職員が参画して

いる。国立国語研究所が所蔵する 1948 年読み書き能力調査資料は、1948 年調査に参加し

た当時の統計数理研究所の職員の持ち物だったとものである。なぜ統計数理研究所ではな

く国立国語研究所に伝来しているのか、その理由は明らかではない。しかし、設立当初の国

立国語研究所が、統計数理研究所と密接なつながりを持っていたことは、現存資料からも明



らかだと言えるだろう。なお、1948 年調査に参加した当時の国立国語研究所の職員の資料

の存在は未だ明らかにはなっていない。 

 

“LITERACY RESEARCH PROGRAM” （fo0161-i0010） 

“LITERACY RESEARCH PROGRAM”は、1948 年調査の企画書と目される文書である。

1 ページ当たり 55 行程度のタイプライターによる英文文書で、全 12 ページ（約 6,400 語）

である。CIE 民間情報教育局の文書群にも“LITERACY RESEARCH PROGRAM”が存する

（GHQ/SCAP Records, Civil Information and Education Section（民間情報教育局（略称：

CIE）文書）ボックス番号 5914; フォルダ番号 30、アメリカ国立公文書館現蔵、国立国会

図書館所等がマイクロ資料所蔵）。目録カードに 1948 年 3 月と記載され、アイテムタイト

ルは「Literacy Research Program Distributed among the Committee Members」であり、こ

れに従えば、1948 年 3 月の読み書き能力調査委員会の委員に配布された資料ということに

な る 。 CIE 文 書 の “LITERACY RESEARCH PROGRAM” と 国 立 国 語 研 究 所 所 蔵 の

“LITERACY RESEARCH PROGRAM”は、行取りと枚数が全く同じであり、「同版」である。

管見では、アメリカ国立公文書館と国立国語研究所、あともう一か所スタンフォード大学フ

ーヴァー研究所（CIE 民間情報教育局に所属したジョゼフ・トレイナー氏の文書群に存す

る）のほかに “LITERACY RESEARCH PROGRAM”の現存情報は知られておらず、目下の

ところ国内に現存する“LITERACY RESEARCH PROGRAM”は国立国語研究所所蔵資料の

みである。 

なお、国立国語研究所と ROIS-DS 社会データ構造化センターは、LRP の学術的重要性に

鑑み、2022 年 3 月に“LITERACY RESEARCH PROGRAM”をインターネット公開している

（https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/bunken.php?title=literacyrpen、CC-by）。“LITERACY 

RESEARCH PROGRAM”を読み解くには、言語学、教育学、心理学、社会学、統計学の協

業が必要であり、今後の課題である。 

 

 

図 1: “LITERACY RESEARCH PROGRAM”（冒頭） 



「統計日誌」（fo0161-i0003） 

 「統計日誌」は、1948 年調査（1948 年 3 月から 1949 年 3 月までの 13 か月間）のサン

プリングや調査結果の集計、報告作成に費やした時間と人員を記録したものである。わずか

に 1 枚のメモ程度のものであるが、1951 年報告書の「経過日暦（附．アルバイト使用状況）」

（pp.411-414）の草稿と考えられる。1948 年調査は IBM の計算機を使って調査結果の集計

をしたことが知られているが、「統計日誌」には集計結果の受領日が、1948 年 12 月上旬か

ら 1949 年 3 月上旬まで合計 5 回記されている。「統計日誌」には「6 回 1949 ？」と 6

回目の記述があるが、1951 年報告書に 6 回目の記載がないため、IBM からの集計結果の提

供は合計 5 回であったとみるべきだろう。 

 

 

図 2: 「統計日誌」（一部） 

 

「Hityôsasya no Kôsei to Sono Heikinten.」（fo0161-i0026） 

 「Hityôsasya no Kôsei to Sono Heikinten.」はホチキス止めの小冊子で、17 ページにわた

って 1948 年調査の集計結果の数表（「SYOKUGYÔ-betu Kôsei（職業別構成）」「SEI-betu 

Kôsei（性別構成）」など）が記載されたものである。表紙には「Hityôsasya no Kôsei to Sono 

Heikinten.（TUZUKI）」とあり、また、ノンブルが「24」から始まるため、全体の後半部と

考えられるが、前半部は国立国語研究所には残存していない。表紙右上には「102 部ノ中／

第 14 号」のようにナンバリングがされた配布物である。国立国語研究所には「Hityôsasya 

no Kôsei to Sono Heikinten.」が 34 冊ある。 

また表紙には「'49n. 7gt.」とあって、1949 年 7 月作成であることがわかる。1951 年報告

書の 800.0 一般経過には、「（1949 年）7 月 16 日 東京大学東京大学法文経第 25 番教室で

読み書き能力調査報告会を開く．」（p.410）とあり、当日報告会プログラムも記載している。

「Hityôsasya no Kôsei to Sono Heikinten.」は 1949 年 7 月 16 日読み書き能力調査報告会の

配布資料の残部ではないかと思われる。 



 

図 3: 「Hityôsasya no Kôsei to Sono Heikinten.」（Dai 33 Hyô） 

 

３．漢字テレタイプ資料 

 国立国語研究所は語彙調査の大規模化を企図し、1963[昭和 38]年から 1964[昭和 39]年

にかけて調査研究課題「大量語彙調査機械化のための準備的研究」において技術的検討を行

い、1965[昭和 40]年に大型計算機並びに漢字テレタイプを導入した。漢字テレタイプは沖

電気工業製のものを 3 台購入している。1965 年導入の漢字テレタイプは現存していないが、

1967[昭和 42]年に追加で導入した漢字テレタイプ（ケン盤セン孔機ケン盤部と漢字印刷機

印刷部）を保存している。漢字テレタイプによる漢字処理方法と初期の研究成果は『国立国

語研究所報告 31 電子計算機による国語研究』（1968 年）にまとめられている。 

 なお、1968 年新興製作所製造の漢字テレタイプ（SCK-201 形漢字鍵盤さん孔機）が情報

処理技術遺産に登録されている（https://museum.ipsj.or.jp/heritage/SCK-201.html）。報道

機関で利用が始まった漢字テレタイプは、昭和 40 年代に言語研究を目的とする言語処理分

野に利用域が広がったのである。 



「漢テレコード表」（fo0064-i0021） 

 「漢テレコード表」は、国立国語研究所が導入した漢字テレタイプのコードブックである。

当該資料は書入れが多数あることから、コードブックの草稿であると考えられる。コードブ

ックには、部首順や代表五十音順のものも作成されている。盤外字の逆引索引もある。なお、

コードブックと盤外字逆引索引は、国立国語研究所研究図書室蔵書が国立国語研究所学術

情報リポジトリにて公開されている（CC by）。 

 

  漢テレコードブック（1967 年 3 月） https://doi.org/10.15084/00002389 

  漢テレ盤外字逆引表（1971 年 2 月） https://doi.org/10.15084/0002000052 

 

 

図 5: 漢テレコード表（一部） 

 

４．林大 JIS 漢字資料 

 林大氏（1913[大正 2]年～2004[平成 16]年）は文部省及び国立国語研究所に籍を置き、

当用漢字表（1946 年）、現代かなづかい（1946 年）、当用漢字音訓表（1948 年）、当用漢字

別表（1948 年）、当用漢字字体表（1949 年）など戦後の一連の国語施策に携わった研究者

である。国立国語研究所の調査研究では、婦人雑誌の語彙調査（1950-1953 年）や『分類語

彙表』（1964 年刊）などを中心となって担当した（甲斐睦郎 2004）。1976 年から 1982 年ま

で国立国語研究所第 3 代所長を務めた。没後、2006 年に蔵書や研究資料（ノート類）が国

立国語研究所に寄贈されている（fo0176 林大寄贈資料、現在整理中）。 

 また、林大氏は漢字コードの標準化、特にレパートリーの選定に大きく貢献していたこと

が知られている（芝野耕司 2002、池田証寿 2004）。林大氏の寄贈資料には、漢字を登載し

た世界初の文字コード標準である JIS X 0208（当初は JIS C 6226）の策定に関わる資料も含



まれている。 

 

『情報交換用漢字符号系 JIS C 6226-1978』第 1 刷 

 『情報交換用漢字符号系 JIS C 6226-1978』は、いわゆる JIS 漢字規格の第 1 刷である。

林大氏旧蔵の JIS C 6226 規格票第 1 刷には、林大氏自身の書入れがある。JIS C 6226 規格

票第 1 刷は誤記の多いことが知られている。赤インクの書入れは、規格票の誤記を訂正し

たものである。また、当用漢字字体との異同や旧字体との照合結果、人名用漢字との突合結

果を、黒鉛筆で印をつけている。刷り上がった規格票第 1 刷を精密に検証していたことが

うかがえるが、常用漢字表の制定（1981 年）を前にした検討とも考えらえる。 

 

 

図 6: 『情報交換用漢字符号系 JIS C 6226-1978』第 1 刷（一部） 

 

『標準コード用漢字表（試案）』 

『標準コード用漢字表（試案）』は情報処理学会漢字コード委員会が 1971 年 10 月に作成

したものである。前述の JIS C 6226-1978 の解説には、第 1 水準漢字及び第 2 水準漢字の水

準分けに使用した 37 種の漢字表が記載されている。『標準コード用漢字表（試案）』は、そ



こで第 2 番目に挙げられた漢字表である。林大氏旧蔵の『標準コード用漢字表（試案）』に

も林大氏の自筆書入れ（黒鉛筆）がある。表紙に「（昭和）55 年 7 月」とあり、書入れ時期

が明確である。書入れの内容は、当用漢字字体との異同が中心である。常用漢字表の制定

（1981 年）を前にした検討、あるいは JIS C 6226 の見直しに向けた検討であろう。 

 

 
図 6: 『情報交換用漢字符号系 JIS C 6226-1978』第 1 刷（一部） 

 

日下部表 

 前述の『標準コード用漢字表（試案）』には、13 種の資料を用いて漢字選定を行ったこと

が記されている。その冒頭に挙げられた選定資料が「日下部重太郎「現代国語思潮続編」（昭

8）の附録表」であり、本資料である（以下「日下部表」）。 

日下部重太郎（1878[明治 9]年～1938[昭和 13]年）は、大正から昭和にかけて、朗読法や



国語国字問題に取り組んだ日本語研究者である。「実用漢字」集合の研究も熱心に行い、

1920[大正 9]年に『実用漢字の根本研究』（付属表「常用漢字等級表」）、1932[昭和 7]年に

『現代国語精説』（付属表「実用漢字等級表」）、1933[昭和 8]年に『現代国語思潮続篇』（付

属表「附録 現代日本の実用漢字と別体漢字との調査及び「常用漢字」の価値の研究」）を

刊行している。『標準コード用漢字表（試案）』が参照した漢字表は、日下部重太郎氏の最後

の 3 番目の漢字表である（高田智和 2012）。 

林大氏旧蔵の日下部表は、『現代国語思潮続篇』付属表のページ見開き複写 18 枚に、赤イ

ンクで漢字の周囲に書入れがなされている。書入れは、大西雅雄『日本基本漢字』、『広辞苑』

第 2 版付録「通用漢字一覧」、朝日新聞社「統一基準漢字書体表」、全日本漢字排列協議会

「常用漢字目録」、日本活字鋳造株式会社「標準活字目録」、国会図書館用 NDL70 用コード

表、共同通信社「漢テレハンドブック」、日経 FAM・M 型タイプ文字表の 8 種漢字表との

照合結果であり、『標準コード用漢字表（試案）』が挙げる選定資料と一致する。漢字の周り

の位置と、記号の形状とで、照合結果を区別して記述する方法は、ヲコト点を連想させる。

試みに、人部について『標準コード用漢字表（試案）』と照合してみると、書入れのある漢

字はすべて『標準コード用漢字表（試案）』に採用されていることが確認できる。『標準コー

ド用漢字表（試案）』の選定基準（日下部表にある漢字で、大西雅雄『日本基本漢字』など

8 種漢字表のいずれかに現われる漢字を採用する）を裏付けるものであり、林大氏旧蔵の日

下部表こそが選定作業の台帳であることがわかる。 

 

 

図 7: 日下部表（一部） 



付．国立国語研究資料室 

国立国語研究所は、1948 年設立以降に実施した調査研究の資料を整理・保存する組織・

設備として、共同利用推進センター内に研究資料室を設置している。調査票、録音・録画、

録音・録画の文字化文書、情報カード、集計表、調査計画書、会議録など、主に研究成果で

ある報告書や論文、データベース等にまとまる以前の、調査研究遂行段階での収集物や中間

生成物を集積し、収蔵資料の各種目録を作成するとともに（国立国語研究所研究資料室収蔵

資料 https://rmr.ninjal.ac.jp/）、調査・研究・教育を目的とする外来利用者や、国立国語研

究所の共同研究プロジェクト（公募研究を含む）に収蔵資料を提供している。本発表で取り

上げた資料は、研究資料室の収蔵資料である。 
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